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駐留軍関係離職者等臨時措置法に基づく特別給付金の支給手続等につ

いて（通達）

標記について、別紙のとおり定められたので通達する。

なお、駐留軍関係離職者等臨時措置法に基づく特別給付金の支給手続等について

（施本第７７０号（ＣＯＬ）。平成１４年４月１日）は廃止する。

添付書類：別紙



別紙

駐留軍関係離職者等臨時措置法に基づく特別給付金の支給手続等につ

いて

１ 特別給付金の支給対象者

駐留軍関係離職者等臨時措置法（昭和３３年法律第１５８号）第１５条第１項

に規定する特別給付金の支給の対象となる者は、付表に掲げる者とする。

２ 特別給付金の支給の決定等

⑴ 地方防衛局長又は地方防衛事務所長（以下「地方防衛局長等」という。）は

、特別給付金の支給を決定したときは、その旨を別記第１号様式による特別給

付金支給決定通知書により申請者に通知するものとする。

⑵ 地方防衛局長等は、申請者が特別給付金の支給を受ける資格のない者である

と決定したときは、その旨を別記第２号様式による特別給付金却下通知書によ

り申請者に通知するものとする。

⑶ 地方防衛局長等は、特別給付金の支給を決定したときは、特別給付金支給申

請書を受理した日から１月以内に、当該給付金を申請者に支給するものとする。

３ 勤務を要しない日

駐留軍関係離職者等臨時措置法に基づく特別給付金の支給に関する省令（昭和

３３年総理府令第３６号）第１条及び駐留軍関係離職者等臨時措置法に基づく特

別給付金の支給細則（昭和３７年防衛施設庁告示第４号）第１条に規定する勤務

を要しない日は、各労働者の雇用の条件により判定するものとする。

４ 前各項に定めるもののほか、特別給付金の支給手続等に関し必要な事項は、地

方協力局長が定める。



別記第１号様式

文 書 番 号

令和 年 月 日

住 所

氏 名 殿

防 衛 局 長

防衛事務所長

特 別 給 付 金 支 給 決 定 通 知 書

令和 年 月 日付けで申請のあった貴殿の特別給付金の支給につい

ては、下記のとおり決定したので通知します。

記

特別給付金の額 円

備 考

注：１ この決定に不服があるときは、行政不服審査法（平成２６年

法律第６８号）の規定により、この通知書を受けた日の翌日か

ら起算して３月以内に書面で、防衛大臣に審査請求をすること

ができます。なお、決定があったことを知った日の翌日から起

算して３月以内であっても、決定の日の翌日から起算して１年

を経過したときは審査請求をすることができなくなります。

２ この決定の取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件

訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）の規定により、この決定

があったことを知った日から６月以内に、国を被告として（訴

訟において国を代表する者は法務大臣 、同法第１２条に規定）

する裁判所に処分の取消しの訴えを提起することができます。

なお、決定があったことを知った日から６月以内であっても、

決定の日から１年を経過した場合には処分の取消しの訴えを提

起することができなくなります。



別記第２号様式

文 書 番 号

令和 年 月 日

住 所

氏 名 殿

防 衛 局 長

防衛事務所長

特 別 給 付 金 却 下 通 知 書

令和 年 月 日付けで申請のあった貴殿の特別給付金の支給につい

ては、下記の理由により却下したので通知します。

記

理 由

注：１ この決定に不服があるときは、行政不服審査法（平成２６年

法律第６８号）の規定により、この通知書を受けた日の翌日か

ら起算して３月以内に書面で、防衛大臣に審査請求をすること

ができます。なお、決定があったことを知った日の翌日から起

算して３月以内であっても、決定の日の翌日から起算して１年

を経過したときは審査請求をすることができなくなります。

２ この決定の取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件

訴訟法（昭和３７年法律第１３９号）の規定により、この決定

があったことを知った日から６月以内に、国を被告として（訴

訟において国を代表する者は法務大臣 、同法第１２条に規定）

する裁判所に処分の取消しの訴えを提起することができます。

なお、決定があったことを知った日から６月以内であっても、

決定の日から１年を経過した場合には処分の取消しの訴えを提

起することができなくなります。



付 表

特 別 給 付 金 支 給 対 象 者 細 目 表

基 本 労 務 契 約 関 係 船 員 契 約 関 係 諸 機 関 労 務 協 約 関 係

１ 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 6 d １ 船 員 契 約 管 理 手 続 第 ３ 章 其 の １ 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

「 人 員 整 理 通 知 書 」 に よ り 解 雇 １ Ｇ 節 ４ 「 人 員 整 理 解 雇 通 知 書 6 f「 人 員 整 理 通 知 書 」 に よ り 解

さ れ た 者 」 に よ り 解 雇 さ れ た 者 雇 さ れ た 者

２ 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 8 a ２ 船 員 契 約 管 理 手 続 第 ２ 章 Ｂ 節 ２ 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

「 閉 鎖 」 ( 2 ) に よ り 解 雇 さ れ た 3 a「 死 亡 」 に よ り 雇 用 の 終 了 し ８ 「 閉 鎖 」 に よ り 解 雇 さ れ た 者

者 た 者 （ 故 意 又 は 重 大 な 過 失 に よ ３ 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

３ 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 8 b ら な い 業 務 上 の 死 亡 に よ り 雇 用 6 d「 人 員 整 理 に よ る 退 職 希 望 者

「 漸 次 閉 鎖 」 ( 2 ) に よ り 解 雇 さ の 終 了 し た 者 に 限 る 。 ） 」 に よ り 人 員 整 理 と し て 取 り 扱

れ た 者 ３ 船 員 契 約 管 理 手 続 第 ２ 章 Ｆ 節 わ れ た 者

４ 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 ４ ７ 「 身 体 障 害 解 雇 」 に よ り 解 雇 ４ 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

「 整 理 を 最 少 限 度 に す る こ と 」 さ れ た 者 （ 故 意 又 は 重 大 な 過 失 ８ 「 閉 鎖 」 に よ り 人 員 整 理 と し

a に よ り 人 員 整 理 と し て 取 り 扱 に よ ら な い 業 務 上 の 障 害 又 は 傷 て 取 り 扱 わ れ た 者

わ れ た 者 病 に よ り 解 雇 さ れ た 者 に 限 る 。 ５ 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 1 2 . 1 4 b

５ 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 6 c ） 「 退 職 」 に よ り 、 低 い 等 級 へ の

「 退 職 希 望 者 」 に よ り 人 員 整 理 ４ 船 員 契 約 管 理 手 続 第 ２ 章 Ｆ 節 変 更 、 異 な る 基 本 給 表 へ の 変 更

と し て 取 り 扱 わ れ た 者 １ ０ 「 辞 職 」 に よ り 退 職 し た 者 又 は 転 任 を 命 ぜ ら れ た 場 合 で 、

６ 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 8 a （ 故 意 又 は 重 大 な 過 失 に よ ら ず そ の 人 事 措 置 に よ り 低 い 基 本 給

「 閉 鎖 」 又 は 8 b「 漸 次 閉 鎖 」 に 、 か つ 、 職 務 を 遂 行 す る こ と を 又 は 低 い 正 規 の 諸 手 当 を 受 け る

よ り 人 員 整 理 と し て 取 り 扱 わ れ 許 さ な い 程 度 の 業 務 上 の 身 体 障 こ と と な っ た と き に 同 附 属 書 7 .

た 者 害 の た め 退 職 し た 者 に 限 る 。 ） 9 b若 し く は c に 定 め る 退 職 給 付

７ 基 本 労 務 契 約 第 ５ 章 1 4 b「 退 ５ 船 員 契 約 管 理 手 続 第 ３ 章 其 の の 全 額 を 受 領 し て 退 職 し た 者

職 」 に よ り 低 い 等 級 へ の 変 更 １ Ｇ 節 ４ 「 人 員 整 理 解 雇 通 知 書 ６ 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

、 異 な る 基 本 給 表 へ の 変 更 又 は 」 が 発 出 さ れ た 日 以 後 、 解 雇 発 ９ 「 所 在 地 移 動 」 b ( 1 )の 転 勤 に

転 任 を 命 ぜ ら れ た 場 合 で そ の 人 効 日 の 前 日 ま で の 間 に 退 職 し た よ り 基 本 給 又 は 諸 手 当 が 減 少 す

事 措 置 に よ り 低 い 基 本 給 又 は 低 者 る た め 人 員 整 理 と し て 取 り 扱 わ

い 正 規 の 諸 手 当 を 受 け る こ と と ６ 船 員 契 約 管 理 手 続 第 ３ 章 其 の れ た 者

な っ た と き に 第 １ １ 章 Ａ 節 7 aに １ Ｂ 節 １ に よ り 設 定 さ れ た 競 合 ７ 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

定 め る 退 職 給 付 の 全 額 を 受 領 し 区 域 の 閉 鎖 に 係 る 同 章 其 の １ Ｇ ９ 「 所 在 地 移 動 」 b ( 2 )の 通 勤 困

て 退 職 し た 者 節 １ に よ る 通 知 の 日 以 後 、 閉 鎖 難 に よ り 人 員 整 理 と し て 取 り 扱

８ 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 8 c の 日 の 前 日 ま で の 間 に 退 職 し た わ れ た 者

「 所 在 地 の 移 動 」 ( 2 ) ( a )第 ３ 段 者 ８ 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

の 転 勤 に よ り 基 本 給 又 は 諸 手 当 ７ 船 員 契 約 管 理 手 続 第 ３ 章 其 の ９ 「 所 在 地 移 動 」 c に よ り 解 雇

が 減 少 す る た め 人 員 整 理 と し て ２ Ｃ 節 ３ 「 特 例 解 雇 通 知 書 」 に さ れ た 者

取 り 扱 わ れ た 者 よ り 解 雇 さ れ た 者 ９ 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ８ Ｃ 節

９ 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 8 c １ 「 死 亡 」 又 は 同 付 属 書 2 4 . 3 m

「 所 在 地 の 移 動 」 ( 2 ) ( a )第 ４ 段 Ｃ 節 ２ 「 雇 用 の 解 除 （ 死 亡 ）

の 通 勤 困 難 の た め 人 員 整 理 と し に よ り 雇 用 の 終 了 し た 者 （ 故 意



て 取 り 扱 わ れ た 者 又 は 重 大 な 過 失 に よ ら な い 業 務

1 0 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 8 c 上 の 死 亡 に よ り 雇 用 の 終 了 し た

「 所 在 地 の 移 動 」 ( 2 ) ( b )に よ り 者 に 限 る 。 ）

解 雇 さ れ た 者 1 0 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ８ Ｄ 節

1 1 基 本 労 務 契 約 第 １ ０ 章 3 o「 従 ３ 「 解 雇 － 就 労 不 能 」 又 は 同 附

業 員 の 死 亡 」 に よ り 雇 用 の 終 了 属 書 2 4 . 3 m Ｃ 節 ４ 「 雇 用 の 解 除

し た 者 （ 故 意 又 は 重 大 な 過 失 に 」 に よ り 解 雇 さ れ た 者 （ 故 意 又

よ ら な い 業 務 上 の 死 亡 に よ り 雇 は 重 大 な 過 失 に よ ら な い 業 務 上

用 の 終 了 し た 者 に 限 る 。 ） の 就 労 不 能 に よ り 解 雇 さ れ た 者

1 2 基 本 労 務 契 約 第 １ ０ 章 3 e「 身 に 限 る 。 ）

体 障 害 従 業 員 」 に よ り 解 雇 さ れ 1 1 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ８ Ｂ 節

た 者 （ 故 意 又 は 重 大 な 過 失 に よ １ 「 辞 職 」 又 は 同 附 属 書 2 4 . 3 m

ら な い 業 務 上 の 身 体 障 害 に よ り Ｃ 節 ３ 「 雇 用 の 解 除 （ 辞 職 ）

解 雇 さ れ た 者 に 限 る 。 ） 」 に よ り 退 職 し た 者 （ 故 意 又 は

1 3 基 本 労 務 契 約 第 １ ０ 章 3 f ( 3 ) 重 大 な 過 失 に よ ら ず 、 か つ 、 職

「 業 務 上 の 又 は 通 勤 に よ る 傷 病 務 を 遂 行 す る こ と を 許 さ な い 程

」 に よ り 解 雇 さ れ た 者 （ 故 意 又 度 の 業 務 上 の 身 体 障 害 の た め 退

は 重 大 な 過 失 に よ ら な い 業 務 上 職 し た 者 に 限 る 。 ）

の 傷 病 に よ り 解 雇 さ れ た 者 に 限 1 2 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

る 。 ） ６ 「 手 続 」 f の 「 人 員 整 理 通 知

1 4 基 本 労 務 契 約 第 １ ０ 章 3 h「 辞 書 」 が 発 出 さ れ た 以 後 、 解 雇 発

職 す る 従 業 員 」 に よ り 退 職 し た 効 日 の 前 日 ま で の 間 に 退 職 し た

者 （ 故 意 又 は 重 大 な 過 失 に よ ら 者

ず 、 か つ 、 職 務 を 遂 行 す る こ と 1 3 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

を 許 さ な い 程 度 の 業 務 上 の 身 体 ８ 「 閉 鎖 」 又 は ９ 「 所 在 地 移 動

障 害 の た め 退 職 し た 者 に 限 る 。 」 c に 係 る 同 附 属 書 6 aに よ る 通

） 報 又 は 同 附 属 書 9 aに よ る 通 知 の

1 5 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 6 d 日 以 後 、 閉 鎖 又 は 所 在 地 移 動 の

「 人 員 整 理 通 知 書 」 が 発 出 さ れ 日 の 前 日 ま で の 間 に 退 職 し た 者

た 日 以 後 、 解 雇 発 効 の 前 日 ま で 1 4 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ａ 節

の 間 に 退 職 し た 者 １ １ 「 人 員 整 理 を 最 少 限 度 に す

1 6 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ａ 節 8 a る こ と 」 に よ り 人 員 整 理 と し て

「 閉 鎖 」 8 b「 漸 次 閉 鎖 」 又 は 8 c 取 り 扱 わ れ た 者

「 所 在 地 の 移 動 」 ( 2 ) ( b )に 係 る 1 5 諸 機 関 労 務 協 約 附 属 書 ７ Ｂ 節

同 節 8 a ( 1 )、 ｂ ( 1 )又 は c ( 1 )に よ 3 c「 解 雇 通 知 書 」 に よ り 解 雇 さ

る 通 知 の 日 以 後 閉 鎖 、 漸 次 閉 鎖 れ た 者

又 は 所 在 地 の 移 動 の 日 の 前 日 ま

で の 間 に 退 職 し た 者

1 7 基 本 労 務 契 約 第 １ １ 章 Ｂ 節 3 c

「 解 雇 通 知 書 」 に よ り 解 雇 さ れ

た 者


